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実りの秋に、はじけた笑顔  

                                    校 長  

９月７日（土）、八千浦地区の「うみまつり」が残暑厳しい中、地域の皆さんの力で盛大に開催されま

した。祭りのオープニングでは、八千浦中の有志の生徒たち２１人による元気な「よさこいパフォーマン

ス」がメインステージで披露されました。踊っている途中、生徒たちの笑顔がはじけ、とても生き生きと

していました。演舞を終えた生徒たちの声に耳を傾けると、口々に「楽しかったー」と声を弾ませていま

した。地域の皆様のお力で、また一つ生徒の生き生きとした活躍の場ができ、生徒に満足感を与え、自信

を育むことができました。そして、八千浦への愛着も深まりました。 

９月２４日（火）には、八千浦中音楽部の発表会がありました。音楽部には元々専門の指導者がおらず、

音楽の授業を担当するのが本務の廣瀬先生に無理を言って週 1 回程度指導をお願いしていました。生徒

たちは数少ない専門的指導を生かし、顧問と共に自主練習を繰り返しながら当日を迎えました。 

1 曲目はスタジオジブリの「魔女の宅急便メドレー」です。メドレーなので当然、中に何曲も入ってき

ます。指揮者とリズムを合わせテンポよくメドレーを完成させました。2曲目は「名探偵コナンのメイン

テーマ」です。おなじみでとてもかっこいい曲を全員が決めてくれました。演奏後にはやりきったことで

爽やかな笑顔がありました。演奏だけでも素晴らしいのに、生徒たちの努力、家族の支え、廣瀬先生の指

導や顧問の支援を思うと目が潤みました。音楽部の皆さんは本当に立派でかっこよかった。 

さて、4月に 3年生が実施した全国学力・学習状況調査の結果が出ました。学力調査では、国語、数学

共に全国正答率を下回り、解答分析の結果、国語では書く力はあるものの、読む力と基礎的な言語事項に

課題があり、数学では関数はほぼ全国正答率と同様であったものの、数と式、図形に課題がみられまし

た。今後は課題に対して授業改善に取り組みます。 

一方、質問紙調査では、「学校が楽しい」「先生は自

分の良さを認めてくれる」などの項目は全国平均を

上回っており、生徒は学校を楽しいと感じ、教師との

信頼関係ができていることが分かりました。 

これからも地域の皆様の御協力のもと、深まる秋

に生徒のたくさんの笑顔を実らせることができるよ

う努力してまいります。２学期も本校の教育活動へ

の御理解と御協力をお願いします。 



戦争を二度と繰り返さない！～広島平和記念式典派遣事業報告会～ 

9 月 24 日（火）、体育館において、3年生の代表生徒が参加した上越市広島平和記念式典中学生派遣

事業の報告会が開かれました。 

代表生徒は派遣事業出発前にも、被爆体験伝承講話を聴講し、原爆の恐ろしさを肌で感じていまし

た。行程の順番でスライドをもとに体験内容を報告してくれました。1日目は平和記念資料館と平和記

念公園の見学です。原爆に関する様々な資料について分かりやすく伝えてくれました。 

2 日目は式典の参加です。首相をはじめ、多くの代表者が平和への願いを語った後、参加生徒が慰霊

塔に献花を行いました。また、戦艦大和が造られた大和ミュージアムの見学の様子、海上自衛隊呉資料

館の見学の様子から船の迫力を伝えてくれました。夜は灯籠流しに参加しました。原爆投下直後に多く

の被爆者が水を求めて集まり命を落とした元

安川に、灯籠を流して原爆犠牲者を慰霊した

様子を伝えました。 

 最終の3日目は被爆遺構展示館で、被爆の

痕跡が残る住居跡や道路跡の見学の様子を紹

介しました。 

 この広島平和記念式典中学生派遣事業を通

して代表生徒が肌で感じた「戦争の悲惨さ」

「核兵器の恐ろしさ」「平和の大切さ」「命の

尊さ」を今回の報告会で全校生徒にも感じて

もらえたのではないかと思います。 

 

小中合同クリーン作戦が行われました～地域を清掃し絆遠足に備える～ 

秋晴れに恵まれた 9月 25 日（水）、全校生徒は八千浦小学校に集合し、小学校 5、6 年生と共に協力

し合いながら地域の清掃活動「小中合同クリーン作戦」を行いました。代表生徒の進行のもと開会式を

行い、「地域をきれいにする」「地域の人に感謝して挨拶をする」「絆遠足の準備として交流を深める」

などの目標を確認しました。その後一斉に、小中学生が入り交じった小グループが担当地域に向けて清

掃活動に出発しました。 

限られた時間に指定の場所で清掃活動を行うため、やや

早足になってしまいましたが、小学生も一生懸命に後をつ

け、道を広がることなく列を整えて歩いていました。担当

場所に向かう途中や着いた後、積極的にゴミを拾い、持っ

ていったゴミ袋をいっぱいにする姿もありました。 

地域に感謝し、地域をきれいにすると共に、小中学生が

語り合い、共に活動を行ったことで少しずつ絆が深まった

と思います。10 月 10 日に予定される絆遠足でも小中学生

が助け合い、絆を深めて歩き通す達成感が得られるよう支

援します。 


